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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印
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1  自己評価及び外部評価結果

4271102149

法人名 医療法人　行清会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 平成25年11月13日

重度化にともない、生活リハビリ、またＰＴ指導のもと個別リハビリをケアプランに組み入れ、残存能力
を生かせるように工夫をしている。また、認知症の周辺症状にはいろんな事例検討を行い、あらゆるサ
インを見逃さないように、各スタッフのスキルアップを目指すと同時に、感性を磨いて受信能力を高め
ることを目標としている。鍬先医院の理念である「寄り添う介護」「悔いのない介護」を毎日行えている
かどうか各スタッフがそれぞれ自己点検を行い、意見交換しつつ、楽しく働ける職場であると思ってい
る。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
利用者は長年暮らしている方が多く、看取りも数多く取り組んできている。主治医・職員と家族の連携
も十分とれており、理念に基づいた「その人らしく最後まで」を実践している。職員も積極的に施設内外
の研修に参加し、地域との交流も密にとっており、一緒に勉強会を設けたり　お互いの行事に参加して
利用者とともに楽しく生活している。食事はソフト食など流動食が主になる利用者が多くいたが、食器
や調理方法などその人に応じた調理法が工夫されていた。それぞれの居室は利用者の人生が詰まっ
た、思い出の写真や使い慣れた家具が置かれていた。その人らしい人生を配慮し、それを実現させる
ため職員が日々向上していく姿勢や、連携に努めている姿が伺えるホームである。

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町日並郷1764-7所在地

鍬先医院グループホーム　新館１階

1 有限会社　医療福祉評価センター



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

認知症キャラバンメイト2名市町村主催の老
人会の勉強会には参加した。又、入退所者
の情報は提出義務あり。連絡は事業所から
積極的にはしていない。市町村からの情報
は、必ず全員に行き渡るようにしている。

転倒骨折時の対応した経緯までの報告や、
入院時の報告など日常細やかなことを行政
に報告している。日常的な書類申請もスムー
ズに行われている。

身体拘束拒否宣言は提示して、取り組みは
徹底している。特に言葉による「制止」「強
制」は、無意識に発せられるので、必ずその
場で注意して、お互いに業務優先にならな
いようにしている｛ただし、緊急の場合はそ
の限りではない｝

身体拘束の外部研修に積極的に参加し、参
加した職員から報告し、職員全員が研修内
容を共有できるよう工夫をしている。昼間の
施錠はせず、所在確認の徹底や外に出て行
く際は静かについて行くなどその状況にあわ
せ、安全面に配慮した環境を整えている。

ベッドが壁側に片方だけ設置され、柵
がある状態の為、動ける範囲が抑制
される部分が一部見られた。利用者
の動く範囲を広げる為、ベッドの配置
や柵の見直しを期待したい。

２年に１回啓蒙活動を行っている。講演会２
回・劇１回で、いずれも１００名ほどの参加が
あり、アンケートもいただき、盛況であった。

上記の認知症の劇も、運営推進会議の中で
ご希望としてお聞きして、施設長はもとより、
スタッフ一丸となって取り組んだ。

2ヶ月に1回の運営推進会議では、家族・民生
委員・自治会長・地域包括支援センターの職
員や町役場職員の参加もある。施設内の事
業報告をパワーポイントを作成し、わかりや
すく状況が把握できるよう工夫している。

スタッフの連携と情報共有を図り、定期的に
フィードバックして、改善すべきところはお互
いに指摘し合い、日々向上に努めている。

「その人らしく最後まで」の理念に基づき、管
理者・ｽﾀｯﾌ全員がその意識を持って業務を
行っている。施設内や外に向けての研修も積
極的に行っており、心を一つにした姿勢が伺
える。

定期的に門松作り・夏祭り・くんち・防災訓練
等交流している。又、年６回の運営推進会
議には、地域自治会長、民生委員、包括支
援センター職員等参加して、貴重な意見を
いただいている。

自治会の行事や地域の小中学校、保育園な
どの交流があり、季節の行事にも積極的に
参加している。日頃から　挨拶にも心がけ地
域に向けても認知症の講演会をするなど、積
極的に地域とのつながりに貢献している。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

2 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

月１回の全体カンファレンスや主任会議で、
意見交換をしている。情報共有に努め、重
要なものは回覧することも多い。

家族を含めた旅行や行事を積極的に行って
いる。家族の面会が多く、その都度要望確認
や苦情箱の設置をし、常に対応し配慮してい
る姿勢が伺える。施設側も利用者の様子を
パワーポイントなど利用し、楽しんでる様子を
伝える工夫をしている。

施設長は、毎日来所され、主治医としての
健康管理も兼ねながら、職場環境のあり得
るべき理想実現に取り組んでおられる。ま
た、リーダーも解決すべき問題点や悩みな
どは相談している。双方向である。

入所時はもちろん、介護保険改正や苦情処
理委員の交代、料金の改定等、説明、同意
を頂いている。また、個人情報保護として、
ホームページに個人の写真を掲載されても
良いか否か、必ず確認している。

毎月のお便りで状況報告、予定などお知ら
せしている。また、体調変化ある時は、お電
話でお知らせしている。面会は多く、その時
にいろいろ雑談の中で、御意見・御要望など
気づかされる事が多い。

勉強会で定期的にしているが、あまり事例と
してはない。ヒヤリハット・事故報告書など検
討することで、虐待はほとんどなく、こちらの
注意散漫や観察力の足りなさが原因と見ら
れること多く、日々精進している。

年に１回必ず勉強会で取り上げている。成
年後見制度については、ご利用者１名で、
今まで１名の方が医師の診断で利用不可と
なっている。

3 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

病院よりの入所時は、アフターケアとして、
定期的病院受診にはお連れしている。ま
た、かかりつけの歯科、眼科、その他御要
望がある時は、お連れしている。

ケアプランを作る段階で、包括的なケアが出
来るように情報把握に努め、家族の御意
見、御本人の意向を把握、入所日より即適
切なケアが可能な様なプラン作りをしてい
る。

入所される前に、御家族様と面談の場を設
けて、開示できる範囲で、今までの履歴、趣
味、馴染みの物などお聞きしている。安心し
て頂けていただけるように対応している。雰
囲気作りしている。

研修の機会は、スタッフには平等に与えら
れている。年に１回までは可能で、本人の申
し出もあり。

時津町グループホーム連絡協議会｛７施設｝
には、定期的に参加、意見交換している。ま
た、主催された講演会にも参加している。

4 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

相性もあるが、合う人とは場作りに努め、談
笑して頂き、合わない人とは、スタッフが間
に入り、共通点を見つけて頂くようにはして
いる。

御本人の笑顔を引き出すもの、また、職員
のやる気を起こさすもの、御家族との絆に勝
るものはないと確信している。

昔のエピソード記憶などは、よく話題に上が
り、安心して頂くにはどうすればよいか、ヒン
トを頂くことも多いので、そんな時は、支援の
手懸りをより有効に将来につなげて行くよう
にしている。

今までの人生の思いが詰まった、写真や手
紙が部屋いっぱい掲示されている。家族や同
じ趣味を一緒に習っていた友人の出入りも良
くある。思い出の場所に職員と出かけたり、
ホームからも馴染みの関係が保てるよう連絡
を取るなど工夫している。

介護するスタッフも観察されていることは、
日頃より、認知症の方の感性の鋭さには驚
かされているスタッフが痛感していることで
ある。キーワードは「双方向性」ということ
で、日々確認している。

5 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

問題点を抽出して、個別の記録ノートを作
り、より、適切なケアプランの作成につなげ
ている。

一日のタイムスケジュールを入所者本意に
過ごせるように、また、業務優先にならない
ように気をつけている。

職種間連携のもと、意見交換を、まめにし
て、家族との信頼関係の下貴重な情報をい
ただいて、今、できること、必要とされている
こと、ケアされる御本人が安心されるケアプ
ランを作成している。

センター方式の24時間アセスメントで得られ
た情報より、リスクマネジメントを抽出し、でき
る事、できない事を把握している。「私の姿と
気持シート」により本人がやりたい事や願い、
要望をスタッフ全員で検出し、意見を出し合っ
て介護計画書を作成している。

御家族からの情報を核に、スタッフ連携のも
と、先入観ではなく、日々情報をフィードバッ
クして細部まで行き届いたケアが出来るよう
に、また、個別性を重んじたケアができるよ
うに精進している。

独自のアセスメントシートやセンター方式
シートを用いて、一人ひとりの嬉しい事、楽し
い事、やりたい事、不安な事、どのように暮ら
したいか、何をしたいか、誰に会いたいか、
本人が望む事、介護への要望やターミナル
の願い事などが書き込まれている。

一番大切なことであり、コミュニケーションす
るキイワードを与えてくれる領域だと思う。

死亡退所の時は、初盆にお伺いしている。
退所後も、お便りやバザー用品を頂くことも
ある。それ以外は事例は少ないが、相談、
支援は施設の方にお任せしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

医療母体であるので、契約時、医療連携体
制や重度化の指針を説明、ターミナルケア
もそれぞれの段階ごとに主治医から家族に
説明、同意を得ている。

入居時に重度化した場合の医療や介護体
制、看取りに関する事業所としての対応を説
明し、同意を得ている。早い段階から終末期
の対応を良く話し合い、家族の意見を統一す
るように促している。主治医を中心に終末期
について何度も話し合い、24時間体制で看取
りを行っている。

医療連携体制あり。緊急時連絡体制も整っ
ている。看護職員２名常勤である。

ソーシャルワーカーとは電話で連絡取り合
い。面会時の情報はもちろん、入退院時の
送迎、今後の受診の有無などお聞きし、受
診必要な時は、お連れしている。

運営推進会議の他に、防災訓練、体験学
習、門松作りなど、マンパワーには、恵まれ
ている。

通院介助、送迎をしている。かかりつけ医は
もちろん、歯科、眼科などは、御家族の希
望、また、なじみのところをお聞きして、お連
れしている。

これまでの受診状態を把握し、本人や家族
が希望する医療機関に受診している。基本
的には家族同行で通院介助を行っており、本
人の状態や経過を家族に報告するなど会話
に努めている。家族同行が困難な場合はス
タッフが通院を行っている。

日常の通院介助や、外出、外食介助、家族
懇談会としてのバス旅行等企画している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

入浴は、日曜日以外は、毎日あり、保湿剤
や髪染め、化粧など、御本人のご希望に
添って行っている。美容ボランティアも定期
的に訪問あり。

認知症のかたの感性は鋭いので、意味不明
の時でも、心の中を察して安心していただけ
るような言葉掛け、また寄り添いができるよ
うな技量は持ちたいと思っているし、目標と
している。

業務優先にならないように、日々、点検し
あっている。

非常食、また、避難場所は確保している。台
風のときは、施設が避難場所となることもあ
る。

1年に2回、昼夜間の発生時間を想定し具体
的な消防訓練を実施している。消防署と連携
して人形を使った人工蘇生法訓練も行ってい
る。訓練は地域の方々も参加し、自治会を含
めた緊急連絡網を作成している。

災害発生時の備えてカップ麺を用意し
ているが、今後は火災や地震、水害
等　様々な災害に備えて、食料や飲
料水、簡易ﾄｲﾚ、毛布など物品も準備
することを期待する。

安心感を持って生活していただけるように、
いろんなシグナルを見逃さないように職員の
感性をお互いに磨いていくのが大切なこと
だと思っている。

人生の先輩として尊重し、利用者から教えて
頂いているという気持ちで日々接している。
「よりそう介護」「悔いのない介護」の理念が、
プライバシーの確保や一人一人の人権を尊
重する支援に繋がっている。

AEDの使い方や心肺蘇生法を一年に１回は
必ず行っている。ヒアリハットや、事故報告
書など、解決策、対処法とともに、応急手当
などを、提出時に、再度チェックしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

昼はオムツ使用はなく、布パンツ＋尿取り、
夜は、トイレ誘導かポータブルトイレを使用
し、やむを得ず、オムツ使用になることもあ
る。その場合は、排泄記録をもとに、試行錯
誤を重ねた結果のことが多い。

腹筋や背筋維持の体操、腹部マッサージ、水
分補給を行いスムーズな排泄に向けての予
防を行っている。24時間排泄チェックで色や
臭い、排泄回数を全員が共有し本人の状態
に合わせた支援を行っている。

水分補給やアクティビィティに気を付け、食
事時、姿勢保持にも、注意している。定時の
トイレ誘導にも心懸けている。

水分補給にトロメリン使用、食事形態はソフ
ト食、栄養補給はエンシュアなど用い支援し
ている。ソフト食は、味はもちろん、色や形な
ど、見た目にもきれいな盛り付けに心がけて
いる。

歯ブラシの他に、ガーゼや舌ブラシ、吸引付
きブラシ等用い、イソジンガーグルでうが
い、入れ歯洗浄剤用いている。

単純な作業はお願いしている。（餃子包み、
ごぼうのきんぴらなど）後片付けは食器やお
盆拭きを手伝っていただくことが多い。

利用者の食べやすさを考え、一口大の小さな
おにぎりを用意するなど、一人ひとりの食に
関するこだわりを良く観察している。星型やカ
ラフルな食器を使い、ソフト食も食材を一つ一
つミキサーにかけ重ねることで、色が混ざら
ないように工夫をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

美術館、法事、墓参り、買い物、ドライブ、魚
釣り、お祭りなど選択肢を多くしている。

パチンコが好きな利用者とパチンコに出かけ
る、山水画を見に行く、琴の発表会に行くな
ど一人ひとりの外出の要望を聞き計画を立て
て実施している。また、2年に1度、本人・家
族・施設のスタッフとともに旅行を楽しんでい
る。

誤薬のないように、２重のチェック体制で配
膳しており、服薬のときは、介助して確認、
また、嚥下困難な方には、粉末にしてトロメ
リンを使用、全ての方に水分は十分にとって
いただくようにしている。

特技、趣味を生かして、日常生活に取り入
れ、モチベーション・アップし、笑顔を引き出
せるようにしている。

家族風呂にて、一対一対応、同性介助に
て、会話を楽しみながら、ゆったりと入って
いただいている。

月曜日から土曜日まで、毎日入浴している。
一番風呂を好む人や入浴を嫌がる人も十分
時間をかけ、促すよう心掛けている。同性入
浴を基本とし、入浴後はボデイーローションを
塗付し、水分補給を十分行っている。

今後は本人家族から一人ひとりの習
慣や好みをよく聞いて相談しながら、
個別の入浴支援を行う姿勢を期待す
る。

環境の物理的雑音、また、心理的雑音を取
り除き、良質の睡眠をとっていただけるよう
に、配慮しているが、浅眠の時は、お茶をお
出しして、いろんなお話を聴く事もある。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

残存能力を尊重して、過剰介護は行わな
い、かつ、最大限心理的、身体的に寄り添
えるようにケアをしていきたいし、出来てい
る。

会話が弾むように、場作り、また、場面転換
を心がけ、面会人も多く見えて笑顔を引き出
して下さっている。

なじみの物を自室にレイアウトし、安心して
いただき、御家族との写真なども掲載して、
想起していただける機会をおおく作ってい
る。

居室には使い慣れた馴染みの家具を置き、
仏壇や家族の手紙、写真を飾り、一人ひとり
が居心地良く過ごせるよう配慮している。利
用者の動きにあわせて手すりを設置したり、
畳を敷くなど、利用者の生活習慣に合わせた
環境を作っている。

贈り物や手紙など届いた時は、電話や手紙
で対応していただき、お正月には、年賀状を
御家族に全員送っている。

床暖房や、各部屋の空調、空気清浄器など
設備され、バリアフリー、対面式居間となっ
ている。

共同空間は日当たりがよく床暖房を設置して
気持ちよく過ごせるようになっている。必要時
以外はテレビをつけず、音楽をかけてゆっくり
穏やかに暮らせるよう配慮している。壁には
季節の手作りの品や外出時の写真、行事の
写真を貼り、楽しい雰囲気を作っている。加
湿器を設置し湿度を維持して感染防止に努
めている。

１名の方は管理がむずかしくなっており、御
家族とご相談して、毎月定額のおこずかい
で、帳面を作り、一緒に管理していること、
御本人に納得していただいている。

11 有限会社　医療福祉評価センター



平成 25 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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○
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○

訪問調査日 平成25年11月13日

特に個別リハビリに力を入れている。　P・Tに指導していただき、介護が出来ることは、積極的にケアプ
ランに組んでその人にあった生活のリズムを尊重しながら、また、意向を汲みながら、残存能力の維
持、または、向上に努めている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町日並郷1764-7所在地

鍬先医院グループホーム　新館2階

1  自己評価及び外部評価結果

4271102149

法人名 医療法人　行清会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

長崎市弁天町14番12号

有限会社　医療福祉評価センター

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=true&JigyosyoCd=4271102149-00&PrefCd=42&VersionCd=022

評価結果確定日平成25年10月1日 平成25年12月24日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

12 有限会社　医療福祉評価センター



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

エレベーター前に掲示している。理念は、浸
透している。

集会所の清掃等、また、地域の行事に参加
して、交流している。

２年に１回啓蒙活動が行えるようになってい
る。

サービス向上には生かしているが、スタッフ
全員が運営推進会議の検討内容の情報共
有をしているとは言えない。

必要最小限は、しているが、積極的ではな
い。

重度の方が多いので、特に徹底して取り組
んでいる。徘徊がある方は、都度、所在確
認をしている。

特に言葉使いに注意している。

13 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

管理者は研修を受けており、他のスタッフと
情報共有をしている。

十分な説明はしているつもりだが、疑問点な
どは、再度確認されることもある。また、時
期に応じて(重度化)再度、説明を行い納得
して頂くこともある。

苦情、不満等言いにくいときは、御意見箱
に、投書していただくようにしている。

カンファレンスで個人の意見を出してもらっ
ている。

福利厚生は、充実しており、育児休職後の
復帰も可能である。

全国大会や、いろんな研修にいかせていた
だいている。

いろんな場つくりをしていただいて、職員相
互の交流の機会も多い。

14 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

話を聴き、信頼関係を築くことから、始めて
いる。

家族の面会は多く、都度、情報交換をしてい
る。

御家族と、御本人の意向を、最初に把握す
るようにしている。

人生の先輩であることを、念頭に置くよう徹
底している。

面会時、日頃の様子をお話している。

まずは、馴染みのものや場所を気軽に言っ
ていただけるような信頼関係を構築し、把握
した情報は今後に生かせるようにしている。

会話を通じて孤立しないようにしている。１
対１で同じ職員が対応することもある。

15 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

顔を合わせた時は、「いつでもお立ち寄りく
ださい」と、声かけをするようにしている。

入所時に御家族に趣味など、簡単なアセス
メント用紙に記入していただいて、以後は生
活の中で把握すべき1番の課題と思ってい
る。

御家族から聞いたり、御本人から会話の中
で情報把握できることもある。

一人一人の生活のリズムを把握するように
している。

日頃から、日常的に、意見が聞けるような雰
囲気

気付きノートを作成し個別の情報共有してい
る。

病院受診時など送迎は、即対応可能であ
る。

16 有限会社　医療福祉評価センター



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

運営推進会議や、消防訓練、夏祭りなど、
地域の支援、参加がある。

本人または御家族の希望するかかりつけ医
または、かかりつけ医の紹介の病院など、
家族の了解を得てお連れしている。

看護職員が常駐しており、医療体制は、
整っている。また、月に１回医療お便りを出
している。

入院時には、職員が見舞うようにしている。
また、御家族とも情報を交換する。

重度化や終末期に向けた指針を入所時に
御家族に説明し、同意書をもらっている。

急変時には、すぐに対応できるようにカン
ファレンスの時など、勉強会を開き、全員参
加を促している。

避難訓練は、消防署立会いの下、年2回
行っている。地域の方の協力を得られてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

声かけには注意を払っている。

利用者が自分で決定できるように働きか
け、そういう言葉で声かけを行っている。

基本的な一日のスケジュールあり。流れに
沿っているが、本人の希望･体調に合わせ
ている。

洋服は本人が選んだものを着て頂いてい
る。行事には少しお洒落したり、お化粧した
りして喜ばれている。

配膳や片付けなどできる事は手伝っても
らっている。メニューは、栄養士の方が作成
し、日曜日の昼食だけは、各ユニットで好む
物のメニュー作りをしている。

普通食が無理な方には、それぞれの食事形
態で対応している。

職員が一人一人に寄り添って行っている。
口腔ケアの研修などに参加し、より良いケア
が出来るよう努力している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表を利用し、個人のパターンを
読み取り、誘導し、失敗やオムツの使用を
減らすように努力している。

御家族と相談し、希望と合った飲食物などで
対応している。日頃、水分が取りにくい方に
は、お茶ゼリーやとろみをつけてお出しして
いる。

月～土まで毎日入浴あり。声かけのタイミン
グを図ることにより、拒否も少ない。

なるべく日中の活動を増やし、夜間良眠出
来るようにしている。

薬の処方変更時など、申し送りノートなど活
用し、情報の共有を行って、理解するよう努
めている。

一人一人に楽しみながら出来るように、役
割をお願いしている。

天気の良い日など、ドライブ等へ出かけてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自己管理できなる人はいないが、可能にな
れば支援できる体制にある。

自ら電話されることはないが、もしある場合
は取り次ぎ対応していくよう努める。

居間には、行事の写真を飾っている。

居室をはじめ、それぞれわかるように表札を
設置したり、表示板を設置している。

車椅子の方が多いため、一つのテーブルに
寄り、お話したりされている。

本人が自宅で使われていた物や、御家族と
の写真を配置し、それぞれの居心地の良い
居室にしている。
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平成 25 年度

【事業所概要（事業所記入）】

医療法人　行清会

鍬先医院グループホーム本館

長崎県西彼杵郡時津町日並郷1764-7

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○

1  自己評価及び外部評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4271102149

訪問調査日 平成25年11月13日

常に同じ目線で、また「双方向」でコミュニケーションすることを心がけ、発信しているサインを見逃さ
ず、寄り添い、その方らしく最後まで過ごして頂けるよう、ｽﾀｯﾌ一同ケア統一をしています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価結果確定日平成25年10月1日 平成25年12月24日

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

基本情報リンク先

所在地

長崎市弁天町14番12号

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

http://www.kaigokensaku.jp/42/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=true&JigyosyoCd=4271102149-00&PrefCd=42&VersionCd=022
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

基本理念は玄関に掲げている。
勉強会、カンファレンスなどでスタッフ全員、
理念を共有出来ている。

地域の方には挨拶を心がけている。
施設内の行事にも声をかけ、参加して頂い
ており、交流は図れている。

昨年、認知症の講演会を開催。地域の方
等、多数の参加あり。

２ヶ月に１回、開催している。

入所、退所の報告は、必ず行っている。

勉強会を行い、情報の共有を図っている。

勉強会を行い、情報の共有を図っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

出来ている。

入所時に、十分説明を行っている。
また、改定時には、年２回の家族懇談会を
はじめ、面会時にも説明を行っている。

運営推進会議や、家族懇談会などで、意見
交換の場を設けている。

月１回のカンファレンスを行っている。
日頃より、職員の意見を聞くよう心がけてい
る。

職員の資格習得に向けて、代表者が一番
背中を押してくれている。

研修には、多くの職員が受講できるように
なっている。

グループホーム連絡協議会とも、ネットワー
クが出来ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

御家族に協力して頂き、初期アセスメントを
行っている。

まずは、御家族の思いを傾聴している。
苦情受付や、御意見箱の設置もお伝えして
いる。

本人と御家族の要望を確認。柔軟な対応に
努めている。

「人生の先輩である」という気持ちを職員が
共有し、穏やかな生活ができるような場面作
りを心がけている。

面会時には、本人も交えて会話もしており、
信頼関係は築けている。

家族との手紙のやり取りや、史跡めぐりな
ど、その人の趣味や特技などが、継続でき
るよう支援している。

相性の問題もあるので、職員がクッションに
なったり、個別での対応を図っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

死亡退所がほとんどであり、初盆には必ず
伺っている。

意思疎通が困難な方には、御家族からの情
報を得たり、カンファレンスを行い、把握でき
るよう努めている。

生活歴は、本人や御家族からお聞きしてい
る。
会話の中からも、引き出すように努めてい
る。

一人一人の生活リズムを把握をし、表情・行
動から感じる取るように努めている。

思いは本人・御家族からお聞きし、ケアプラ
ンへ反映さている。
カンファレンス行い、アセスメント、意見交換
を行っている。

個別の気付きノートを作成。本人の様子、言
葉等を記録している。
また、口頭での申し送りも行っている。

本人や御家族、その時の状況に応じて、柔
軟な対応を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

マンパワーあり（民生委員、自治会長）
小・中学生の交流。

母体が病院である。

日々、情報交換を行っている。些細なことに
も相談にのってもらっている。

医療連携の体制は整っている。

本人・御家族の意向を踏まえ、同意書作
成。
終末期突入時には、ケアプラン作成し、ター
ミナルノートの記入も行っている。

夜間帯の緊急時対応については、マニュア
ル作成している。
ＡＥＤも設置。勉強会も行っている。

消防避難訓練は年２回実施。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

その方に合った声かけ、行動を心がけてい
る。

いくつかの選択肢を提案し、選んで頂くよう
にしている。意思表示の困難な方は、表情
より読み取るようにしている。

業務中心にならないよう心がけ、一人一人
のペースを大切にしている。

意思表示できる方には、洋服を自分で選ん
でもらっている。
調髪も定期的に行っている。

日曜日のメニューは、利用者の好みを聞い
たり、食べたいものを心がけている。
台拭き等できる所を手伝ってもらっている。

本人の状態に合わせ、好きな物や食べやす
い物を出すようにしている。

本人の状態に合わせ、手作りのブラシ、うが
いが困難な方には、ガーゼで拭き取る等の
対応を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

一人一人のパターンやサインを把握、トイレ
誘導を行っている。

水分不足、運動不足にならないよう気がけ
ている。
朝は冷たい牛乳の提供も行っている（希望
者のみ）

月～土まで毎日入浴。
本人の希望や、体調を見ながら声かけ行っ
ている。

電気の明るさ、雑音に気をつけている。

薬の処方、用量が変更の時は、申し送りを
受け、症状の変化に気をつけている。

野菜作り、草むしり、写真など利用者の得意
なことを発揮できる場面を作っている。

本人の希望にて、外出等行っている。
天気の良い日には、周辺への散歩を行って
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自己管理できる方にはして頂いている。

携帯電話を持っている方は、自由に電話を
されている。
手紙も、不定期ではあるが、家族・兄弟との
やりとりをしている。

リビングには、音楽を流している。
季節に合った飾りつけを行い、写真などを掲
示している。

残存機能を生かし、その人らしさが出せるよ
う工夫している。

利用者のペースで過ごせるよう心かけてい
る。

タンスや寝具など使い慣れた物の持ち込み
がほとんどである。
写真、思い出の品も多い。
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